
村田珠光（１４２３～１５０２）

奈良出身の僧侶。
足利義政の茶の師範です。
東山文化が形成されていく中で、
草庵の茶が成立することになります。

応仁の乱で混乱した京から地方に逃れる貴族が、
文化の地方への伝播に貢献することになり、
能楽、生花、水墨画、書院造、庭園等の発達に繋がります。
「和漢のさかいをまぎらかす」美を求めていきました。

珠光の禅の師である一休宗純は、
珠光悟りの証である印可証明として圜悟の墨跡を与えました。
利休も茶会に好んで墨跡を使用しています。

圜悟克勤（１０６３～１１３５）は、北宋時代の臨済宗の僧で、『碧巌録』の著者。

「月も雲間のなきは嫌にて候」

侘び茶の祖

雲南懇話会 フィールドワーク研修会「茶の湯の楽しみ」

講師：上原美奈子（裏千家茶道准教授）
2011年10月07日 東京､JICA研究所大会議室にて

茶の湯に於いて

「侘び茶」という言葉を初めて使ったのが武
野紹鴎です。

屋号を皮屋という武具甲冑などに関係する
堺の商家で裕福に育ち、
若い頃には三条西実隆に連歌を学び、

藤原定家の詠歌大概を授かるほどの素養
を身につけていました。

唐物が中心であった茶道具に、
瀬戸、信楽などを取り入れたほか、
竹の蓋置、木地の曲げ物、土風呂 を
考案したのも紹鴎です。

武野紹鴎（１５０２～１５５５）

侘び茶の中興

見渡せば花も紅葉も無かりけり浦の苫屋の秋の夕暮れ 定家



堺の商家（屋号「魚屋（ととや）」）に生まれます。
幼名は与四郎。法諱は宗易。
禁裏茶会の際、正親町天皇より許されて、
千利休を名乗ります。この名は６３才以降のものです。
茶の師は、北向道陳・武野紹鴎。
織田信長が堺を直轄地としたときに茶頭となり、
のち豊臣秀吉に仕えましたが、
天正１９年２月２８日、秀吉の命にて自刃しました。

辞世の句
人生七十 （じんせいしちじゅう）
力囲希咄 （りきいきとつ）
吾這寶剣 （わがこのほうけん）
祖佛共殺 （そぶつともにころす）
堤る我得具足の一太刀

（ひっさぐるわがえぐそくのひとつたち）
今此時ぞ天に抛

（いまこのときぞてんになげうつ）

花をのみまつらん人にやまざとのゆきまの草の春をみせばや 家隆

千利休（１５２２～１５９１）

侘び茶の大成

（高松 松平家） （紀州 徳川家） （加賀 前田家）

宗旦から宗左が
継いだ不審庵が
裏の今日庵に対して
表の位置にある
ことから、表千家

宗旦が
屋敷の裏庭に
隠居した今日庵を、
宗室が継いで始めた
ことから、裏千家

三千家の由来

千利休

千少庵 千道安

千宗旦

次男 宗守 三男 宗左 四男 宗室
武者小路千家 表千家 裏千家

宗守が
武者小路小川に
官休庵を建てて
始めたことから、
武者小路千家






